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第９章 外国語

第１ 教科目標，評価の観点及び観点の趣旨等
１ 教科目標
外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態
度の育成を図り，聞くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養う。

２ 評価の観点及びその趣旨

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化について
の関心・意欲・態度 の知識・理解

コミュニケーションに関 初歩的な外国語を用い 初歩的な外国語を聞い 初歩的な外国語の学習
心をもち，積極的に言語 て，自分の考えや気持 たり，読んだりして， を通して，言語やその
活動を行い，コミュニケ ちなど伝えたいことを 話し手や書き手の意向 運用についての知識を
ーションを図ろうとす 話したり，書いたりし や具体的な内容など相 身に付けるとともにそ
る。 て表現する。 手が伝えようとするこ の背景にある文化など

とを理解する。 を理解している。

３ 内容のまとまりごとの評価規準の設定
外国語科では，学習指導要領の内容の言語活動における「聞くこと 「話すこと 「読むこと 「書」 」 」
くこと」を内容のまとまりとして，これらごとに評価規準を作成した。

第２ 内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
英語
１ 「聞くこと」
目標
英語を聞くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を聞いて話し手の意向などを理解できるようにする。
言語活動
(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，正しく聞き取る
こと。
(ｲ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，具体的な内容や大切な部分を聞き取
ること。
(ｳ) 質問や依頼などを聞いて適切に応じること。
(ｴ) 話し手に聞き返すなどして内容を正しく理解すること。

【 聞くこと」の評価規準】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

「聞くこと」の言語活 初歩的な英語の情報を 言語や言語の運用につ
動に積極的に取り組ん 正しく聞き取ることが いての基本的な知識を
でいる。 できる。 身に付けている。

さまざまな工夫をする 初歩的な英語を，場面 初歩的な英語の学習に
ことで，コミュニケー や状況に応じて適切に おいて取り扱われた文
ションを続けようとし 聞くことができる。 化について理解してい
ている。 る。

【 聞くこと」の評価規準の具体例】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解
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（ ）（言語活動への取組） （正確な聞き取り） 言語についての知識
・うなずいたりメモを ・強勢，イントネーシ ・単語の発音の違いな
取るなど，相手の話 ョン，区切りなどを ど語句や文を聞き分
に関心をもっている 聞き分けることがで ける知識を身に付け
・聞いたことについて きる ている。
感想や意見を述べよ ・聞いた内容について ・音変化を聞き分ける
うとしている。 正しく内容を聞き取 知識を身に付けてい

ることができる。 る。
・状況や場面による強
勢やイントネーショ
ンの違いを理解して
いる。
・場面や状況に応じた
表現を知っている。
・文構造についての知
識がある。

（ ）（コミュニケーション （適切な聞き取り） 文化についての理解
の継続） ・聞いた内容について ・家庭，学校や社会に
・理解できないところ 大切な部分を聞き取 おける日常の生活や
があっても，推測す ることができる。 風俗習慣などを理解
るなどして聞き続け ・質問や依頼などに対 している。
る。 して，適切に応じる ・人々のものの見方や
・理解できないとき， ことができる。 考え方などの違いに
説明を求めたり聞き ・自然な口調で話され ついて理解してい
返そうとしている。 たり読まれたりする る。

英語の内容を聞き取
ることができる。

２ 「話すこと」
目標
英語で話すことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるようにす
る。
言語活動
(ｱ) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴に慣れ，正しく発音するこ
と。
(ｲ) 自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるように話すこと。
(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについて，問答したり意見を述べ合ったりすること。
(ｴ) つなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこと。

【 話すこと」の評価規準】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

「話すこと」の言語活 初歩的な英語を用い 言語や言語の運用につ
動に積極的に取り組ん て，自分の考えや気持 いての基本的な知識を
でいる。 ちなどを正しく話すこ 身に付けている。

とができる。

さまざまな工夫をする 初歩的な英語を用い 初歩的な英語の学習に
ことで，コミュニケー て，場面や相手に応じ おいて取り扱われた文
ションを続けようとし て適切に話すことがで 化について理解してい
ている。 きる。 る。
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【 話すこと」の評価規準の具体例】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

（ ）（言語活動への取組） （正確な発話） 言語についての知識
・間違うことを恐れず ・正しい強勢，イント ・単語の発音の違いな
自分の考えなどを話 ネーション，区切り ど語句や文を正しく
している。 などを用いて話すこ 発音する知識を身に
・言語活動において， とができる。 付けている。
自ら学んだ表現など ・文法に従って正しく ・場面や状況による強
を使っている。 話すことができる。 勢やイントネーショ
・関心をもって質問し ・話そうとすることを ンの違いを理解して
ている。 聞き手に正確に伝え いる。
・ペアワークやグルー ることができる。 ・語句や文の使い分け
プワークなどにおい がわかる。
て必要に応じて協力 ・場面や状況にふさわ
しあっている。 しい表現を知ってい

る。
・文構造についての知
識がある。
（ ）（コミュニケーション （適切な発話） 文化についての理解

の継続） ・伝えたい内容 場面 ・家庭，学校や社会に， ，
・理解してもらえるよ 相手によって語句や おける日常の生活や
うに，別の語句や表 表現を選択し話すこ 風俗習慣などを理解
現で言い換えたり， とができる。 している。
説明して伝えるなど ・聞かれたことに対し ・人々のものの見方や
の工夫をしている。 て適切に応答するこ 考え方などの違いに
・つなぎ言葉を用いる とができる。 ついて理解してい
など，不自然な沈黙 ・適切な速さや声の大 る。
をせず話し続けてい きさで話すことがで
る。 きる。

・相手の理解を確認し
それに応じて話すこ
とができる。

３ 「読むこと」
目標
英語を読むことに慣れ親しみ，初歩的な英語を読んで書き手の意向などを理解できるようにする。
言語活動
(ｱ) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。
(ｲ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるように音読すること。
(ｳ) 物語や説明文などのあらすじや大切な部分を読み取ること。
(ｴ) 伝言や手紙などから書き手の意向を理解し，適切に応じること。

【 読むこと」の評価規準】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

「読むこと」の言語活 初歩的な英語を正しく 初歩的な英語の情報を 言語や言語の運用につ
動に積極的に取り組ん 音読することができ 正しく読み取ることが いての基本的な知識を
でいる。 る。 できる。 身に付けている。

さまざまな工夫をする 初歩的な英語で書かれ 初歩的な英語を，目的 初歩的な英語の学習に
ことで，コミュニケー た内容が表現されるよ に応じて適切に読むこ おいて取り扱われた文
ションを続けようとし うに適切に音読でき とができる。 化について理解してい
ている。 る。 る。
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【 読むこと」の評価規準の具体例】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

（ ）（言語活動への取組） （正確な音読） （正確な読み取り） 言語についての知識
・うなずいたりメモを ・正しい強勢，イント ・書かれた内容につい ・単語の発音の違いな
取るなど，読んでい ネーション，区切り て正しく読み取るこ ど語句や文を正しく
る内容に関心をもっ などを用いて音読で とができる。 発音する知識を身に
ている。 きる。 付けている。
・読んだことについて ・場面や状況による強
感想や意見を述べよ 勢やイントネーショ
うとしている。 ンの違いを理解して
・必要に応じて辞書な いる。
どを活用している。 ・文字や符号を識別す

る知識を身に付けて
いる。
・場面や状況にふさわ
しい表現を知ってい
る。
・文構造についての知
識がある。
（ ）（コミュニケーション （適切な音読） （適切な読み取り） 文化についての理解

の継続） ・場面や心情に応じた ・書かれた情報につい ・家庭，学校や社会に
・理解できないところ 音読ができる。 て大切な部分を読み おける日常の生活や
があっても，推測す ・適切な音量で読むこ 取ることができる。 風俗習慣などを理解
るなどして読み続け とができる。 ・伝言や手紙などに対 している。
る。 して，適切に応じる ・人々のものの見方や

ことができる。 考え方などの違いに
・文や文章の目的に応 ついて理解してい
じた適切な速さで読 る。
み取ることができ
る。

４ 「書くこと」
目標
英語を書くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用いて自分の考えなどを書くことができるようにす
る。
言語活動
(ｱ) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意をして正しく書くこと。
(ｲ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想や意見などを書いたりすること。
(ｳ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように書くこと。
(ｴ) 伝言や手紙などで読み手に自分の意向が正しく伝わるように書くこと。

【 書くこと」の評価規準】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

「書くこと」の言語活 初歩的な英語を用い 言語や言語の運用につ
動に積極的に取り組ん て，自分の考えや気持 いての基本的な知識を
でいる。 ちなどを正しく書くこ 身に付けている。

とができる。

さまざまな工夫をする 初歩的な英語を用い 初歩的な英語の学習に
ことで，コミュニケー て，目的に応じて適切 おいて取り扱われた文
ションを続けようとし に書くことができる。 化について理解してい
ている。 る。
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【 書くこと」の評価規準の具体例】「

コミュニケーションへ 表現の能力 理解の能力 言語や文化についての
の関心・意欲・態度 知識・理解

（ ）（言語活動への取組） （正確な筆記） 言語についての知識
・間違うことを恐れず ・文法に従って，正し ・文字や符号などを使
自分の考えなどを書 く書くことができ い分ける知識を身に
いている。 る。 付けている。
・ペアワークやグルー ・書こうとすることを ・語句や文の使い分け
プワークなどにおい 読み手に正確に伝え がわかる。
て必要に応じて協力 ることができる。 ・場面や状況にふさわ
しあっている。 しい表現を知ってい
・読みやすい字で書い る
たり意欲的に書き直 ・文構造についての知
したりしている。 識がある。
・言語活動において，
自ら学んだ表現など
を使っている。
・必要に応じて辞書な
どを活用している。

（ ）（コミュニケーション （適切な筆記） 文化についての理解
の継続） ・伝えたい内容，読み ・家庭，学校や社会に
・理解してもらえるよ 手，ジャンルなどに おける日常の生活や
うに，別の語句や表 よって 語句や表現 風俗習慣などを理解， ，
現で言い換えたり， 文章形式を選択し書 している。
説明して伝えるなど くことができる。 ・人々のものの見方や
の工夫をしている。 ・文のつながりや構成 考え方などの違いに
・表現できないところ を考えた文章を書く ついて理解してい
があっても知ってい ことができる。 る。
る語句や表現を用い ・内容を整理し，必要
て書き続けている。 な分量を書くことが

できる。
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第３ 単元の評価に関する事例

ここでは，教科書の１課を用いて通常の授業を行い 「話すこと」の領域において評価する事例を紹介，
する。この事例における評価は，指導の結果その内容がどの程度身に付いているかを評価するという観点
から示したものであり，練習段階にある内容については評価を行わない。
また 「話すこと」の領域以外の評価も同時に行う場合には，重点の置き方など全体としての評価活動，
が適切に行われるよう配慮することとする。

本課の名称 「 （５時間 （第２学年 ５月）Yuki Goes Abroad」 ）

１ 本課の主たる目標
・ 間違いを恐れず英語で積極的に話す。
・ ～， ， の文の意味・構造を理解し，コミュニケーションの手段とbe going to S+V+O+O S+V+O+C
して運用できる。
・ 機内や入国審査や観光地など，場面や相手に応じて適切に表現を選択して，話したり応答するこ
とができる。

２ 本課の評価規準
【話すこと】

ア コミュニケーシ イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 言語や文化につ
ョンへの関心・意 いての知識・理解
欲・態度

話 ｢話すこと｣の言語活 初歩的な英語を用い 言語や言語の運用につ
す 動に積極的に取り組 て，自分の考えや気 いての基礎的な知識を
こ んでいる。 持ちなどを正しく話 身に付けている。
と すことができる。
の
評 さまざまな工夫をす 初歩的な英語を用い 初歩的な英語の学習に
価 ることで，コミュニ て，場面や相手に応 おいて取り扱われた文
規 ケーションを続けよ じて適切に話すこと 化について理解してい
準 うとしている。 ができる。 る。

(言語活動への取組) (正確な発話) (言語についての知識)
本 ①間違いを恐れず英 ① ～， ① ～，be going to be going to
語で積極的に話し ， ，S+V+O+O S+V+O+O

課 ている。 の文を の文の意S+V+O+C S+V+O+C
正しく用いて話す 味・構造を理解して

の ことができる。 いる。

評
（ ）（コミュニケーショ （適切な発話） 文化についての理解

価 ンの継続） ②機内や入国審査や ②英語圏での愛称につ
②つなぎ言葉を用い 観光地など，場面 いて理解している。

規 るなど，不自然な や相手に応じて適
沈黙をせず話し続 切に表現を選択し

準 けている。 て，話したり応答
することができ
る。

３ 指導と評価の計画

本課の評価規準との
時間 ねらい・学習活動 評価方法等

関連

１ ○空港での放送や機内での会話を聞い
て内容を理解できる。
○ ～の文の意味・構造を理be going to
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解し，それを使って自分の予定を話
すことができる。
・本文を聞いて，どういう場面か考え
る。
・もう一度聞き，行く先，到着日時を
聞き取る。
・本文をざっと読み，女の子が驚いて
いる理由が分かる。
・空港での放送や，機内でのフライト
アテンダントとの会話の内容につい
て英語の質問に答える。
・教師の提示する事柄について，自分
の立場で帰宅後の予定や明日の予定
を ～を使って表現しながbe going to
ら，表現方法を練習する。
・教師の提示したいくつかの事柄につ アの① ・活動の観察
いてペアで予定を話し合う。 （単語を提示するなど話

す材料を与える）
・できるだけ多くの友達と来週の予定 エの① ・活動の観察
を尋ねあい，お互いに予定がなく遊 （説明を繰り返したり補
ぶことのできそうな日を探す （その 足説明を加える）。
際 「一番多くの人と遊ぶことの可能，
な日を見つける 「同じ目的で遊ぶ」，

」 ，ことができる友達を見つける など
個々に課題を持って活動する ）。
・コミュニケーション活動中にみられ
た ～ の用い方のいくつbe going to

， 。かの誤りの文例を 正しく書き直す

２ ○いろいろな乗り物の中での案内放送
を聞いて，その内容が理解できる。
・いくつかの乗り物の中での放送を聞

。いて何の乗り物での放送か理解する
・ある機内放送の内容について，所要 イの① ・生徒の応答
時間，到着までの所要時間，現地の （質問を変えて答えやす
天候，現地の気温を聞き取り，教師 くする）
の質問に答えることができる。
・別の機内放送の内容を聞いて，所要 イの② ・活動の観察
時間，到着までの所要時間，現地の （機内でよく用いられる
天候，現地の気温をペアで質問した 表現を個別指導する）
り，答えたりしながら内容を確認す
る。
・何人かの予定表をもとに，それぞれ
について予定を英語で書く。

３ ○入国審査での審査官と旅行者の会話
を聞いてその内容を理解することが
できる。
○ ( ) を正しく使って見S+V show +O+O
せてほしいものを見せるよう依頼す
ることができる。
・入国審査での会話を聞いて旅行の目
的と滞在期間を聞き取る。
・会話について教師の質問に答える。
・ の意味Show me your passport, please.
が分かる。
・ ～」の教師の「Please show me your .
指示に従って行動する。
・ ～」を使ってペア アの② ・活動の観察「Please show me .
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で同じように依頼し合う活動をする （つなぎ言葉やその使い。
話し手の方は，見せてもらった物に 方を説明する）

Oh, you have a nice対して英語で
など感想を付け加えeraser. I like it.

る。
・個々の想定した旅程に即し，滞在目 イの① ・活動の観察
的，期間等内容を変えて，入国審査 （パターン練習などを個
での会話をペアで行う。 別指導する）
・いくつかのペアが発表する。聞き手 イの② ・活動の観察
は，どのような旅行をしようとして ・録画チェック
いるのかを理解する。 （入国審査でよく用いら
・教師が取り上げ示したよい例につい れる表現を個別指導す
てその意味を確かめながら，表現を る）
定着させる。

４ ○本文の内容を聞いて観光地の名前の
。由来やその歴史について理解できる

○ ( ) を使って愛称や省略S+V call +O+C
語など身近な内容について話すこと
ができる。
・本文を聞き， は何に対してどうYuki
して疑問を持ったか。その答えは何
かを考える。
・内容について教師の質問に答える。
・英語圏の国での典型的な愛称（人の アの① ・活動の観察
名前）や，自分の知っている身近な （話しやすい雰囲気を作
人の愛称を を使って表現する。 る）call
・ほかの愛称について教師の説明を聞
いて理解する。
・教師の問いに を用いて愛称を答 エの② ・生徒の応答call
える。 （説明を繰り返したり補
・ エアコン」など，和製英語で省略さ 足説明を加える）「
れているものについての教師の英語
の説明を聞いて内容を理解する。
・各自，身近な物で，省略されて呼ば
れているものを思い浮かべてノート
に書き出す。
・何がどのように省略されているのか
を を用いてグループで説明し合call
う。
・おもしろい例や，初めて分かった例 イの① ・活動の観察
などを，他のグループに紹介する （パターン練習などを個
・各自，グループ内で説明できたもの 別指導する）
をいくつか選び，ワークシートに英
語で書く。
・教師が取り上げ示したよい例につい
てその意味を確かめながら，表現の
定着を図る。

５ ○本文を読んで観光地での道の尋ね方
や乗り物の利用の仕方，その所要時
間についての会話の内容を理解でき
る。
○道を尋ねたり乗り物の乗り方を尋ね
ることができる。
・本文を読み空白部分の内容を推測す
る。
・本文を聞いて，推測が合っていたか
確かめる。
・内容についての教師の質問に答え
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る。
・教師の提示する場面や状況において
「 ～ 「 ～ 」Would you ? How can I ?」
「 」 。How long ?～ の表現を練習する
・目的地，駅の場所，交通手段，所要 イの② ・活動の観察
時間を記入したワークシートと，地 （観光地でよく用いられ
図をもとに，外国のある目的地へ行 る表現を個別指導す
くための会話をペアで行う。 る）
・いくつかのペアが発表する。 アの② ・録画チェック
・教師の提示した場面で，どのように
尋ね，どう答えるかを英語で言う。
また，ワークシートに書きながら，
表現方法を再確認する。

後日 ○教師およびＡＬＴのインタビューに
答えることができる。
・好きなことや昨日したこと，愛称な エの② ・インタビューテスト
どの質問に答える。
・準備してきた仮想の旅行について， アの①，イの①②， ・インタビューテスト，
行き先，目的，滞在期間などの質問 エの① 録画チェック
に答える。
・次の週の日曜日の予定について，Ａ アの②，イの①②， ・インタビューテスト，
ＬＴと話し合う。 エの① 録画チェック
・インタビュー後，自己評価表に，よ
かった点，気を付けたい点などを記
入する。

（注）
・ （ ）内は評価がＣと判断された生徒への指導の手だてを示している。
・ 各時に示されている評価方法等は，そのすべてを時間内に評価することを意味しているわけでは
なく，録画チェックなど授業後に行う場合もある。

４ 観点別評価の進め方

アの「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」については 「間違いを恐れず英語で積極的に話，
している」と「つなぎ言葉を用いるなど，不自然な沈黙をせず話し続けている」の二つの規準を設定し
ている。それらの規準について，この課で話す活動をする時にそれぞれ複数回（ここでは３回ずつ）評
価を行う。
最初の規準については，間違いを恐れず英語で積極的に話していることが認められる時に「おおむね
満足できる」と判断する。それが，常に認められる時に「十分満足できる」と判断する。
二つ目の規準についても同様に，つなぎ言葉を用いるなど，不自然な沈黙をせず話し続けようとして
いることが認められる時に「おおむね満足できる」と判断する。それが，常に認められる時に「十分満
足できる」と判断する。
Ｃの評価の子どもへの指導の手だてとしては，話しやすい雰囲気を作ったり，つなぎ言葉やその使い
方を説明したり，話し方のヒントを与えたりする。

イの「表現の能力」については 「 ～， ， の文を正しく用いて話すこ， be going to S+V+O+O S+V+O+C
とができる」と「機内や入国審査や観光地など，場面や相手に応じて適切に表現を選択して，話したり
応答することができる」の二つの規準を設定している。それらの規準について，それぞれ複数回（ここ
では５回ずつ）評価を行う。
最初の規準については，それぞれの文を正しく用いて話すことが認められる時に「おおむね満足でき
る」と判断する。そして，ほとんど間違えることなく話すことが認められる時に「十分満足できる」と
判断する。
二つ目の規準についても同様に，場面や相手に応じて適切に表現を選択して，話したり応答すること
が認められる時に「おおむね満足できる」と判断する。そして，ほぼ常に適切に話したり応答すること
が認められる時に「十分満足できる」と判断する。
Ｃの評価の子どもへの指導の手だてとしては，パターンの練習をさせたり，場面に応じた表現を説明
するなど必要な個別指導を行う。

ウの「理解の能力」については 「話すこと」の領域では評価しない。，
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エの「言語や文化についての知識・理解」については 「 ～， ， の文， be going to S+V+O+O S+V+O+C
」 「 」 。の意味・構造を理解している と 英語圏の愛称について理解している の二つの規準を設定している

それらの規準について，それぞれ複数回（ここでは３回と２回）の評価を行う。
最初の規準については それぞれの文の意味・構造についての知識が備っていると認められる時に お， 「

」 。 ， 「 」おむね満足できる と判断する そして ほぼ確実に備わっていると認められる時に 十分満足できる
と判断する。
二つ目の規準についても，英語圏の愛称について理解していると認められる時に「おおむね満足で
」 。 ， 「 」 。きる と判断する そして ほぼ確実に理解していると認められる時に 十分満足できる と判断する
Ｃの評価の子どもへの指導の手だてとしては，説明を繰り返したり補足説明を加える。さらに例示を
増やすなどして理解を図る。

５ 観点別評価の総括

本事例における評価の観点ごとの総括については次のように考える。
まず最初に，評価の観点ごとに設定された評価規準についてＡＢＣの評価を行う。そして本事例のよ
うに一つの観点に対して二つの評価規準を設定して評価する場合は 「ＡＡ」をＡ 「ＢＢ」をＢ 「Ｃ， ， ，
Ｃ」をＣとする。その中間的な段階については，その課の目標や評価した内容などに応じて適宜重み付
けをして総括する。
例えば本事例において 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」に対する評価規準である「間，
違いを恐れず英語で積極的に話している」の評価が「Ａ 「つなぎ言葉を用いるなど，不自然な沈黙を」，
せず話し続けている」の評価が「Ｂ」であるとする。前者は本課の主たる目標として明確に示されてい
るが後者はそうではないので前者の評価に重みを置き「Ａ」と総括する。
また 「表現の能力」に対する評価規準である「 ～， ， の文を正しく， be going to S+V+O+O S+V+O+C
用いて話すことができる」の評価が「Ｂ 「機内や入国審査や観光地など，場面や相手に応じて適切に」，
表現を選択して，話したり応答することができる」の評価が「Ａ」であるとする。両者が本課の主たる
目標と設定されているが，前者を指導内容としてより重視しているので前者の評価に重みを置き「Ｂ」
と総括する。
同様に 「言語や文化についての知識・理解」に対する評価規準である「 ～， ，， be going to S+V+O+O
の文の意味・構造を理解している」の評価が「Ｂ 「英語圏の愛称について理解している」S+V+O+C 」，

の評価が「Ａ」であるとする。前者は本課の主たる目標として明確に示されており，また，評価内容と
しても後者より前者に重きを置いていることから，前者の評価に重きを置き「Ｂ」と総括する。
この外にも，単元における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において
工夫することが望まれる。


